
子どものやせに関わる

学校。医療現場の方々 のための
Eラーエング

不健康 やせから子 どもたちを守るために

やせた子 どもの健 康 状 態 の評価 や

学校 保健 室・ 一般 医療 機 関 での

プライマ リケアなどについて学 びませんか?
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小児期・思春期のやせによる健康障害予防プロジェクト

Eラーニング実施期間 2023年 4月 ～2024年 12月

5つのコンテンツをご紹介します

田 やせと健康障害

□ やせをきたす疾患。病態

回 学校保健室での対応

□ 一般小児科での対応

口 専門施設(小児精神科)での対応
(主 に神経性やせ症に対する対応 )

本プロジエクトの実施 においては、ファイザー (株 )に よるGtobat Med cat G「 ants(フ アイザー 公募型医学教育プロジェクト助成)の 支援を受 けております。
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韻維に驚ゆ沿い♂

やせによる健康 障害 は全身に多様 にあらわれ、成長期の子 どもたちに

生 じると、将来にわたり大きな影響が残ります。私たちは、やせによる健康障害

を早期発見あるいは予防するための概念として、̀不 健康やせ'を 提唱 します。

`不 健康やせ'と は、すでにやせによる健康障害がある、あるいはそのまま放置

するとやせによる健康障害を生 じる可能性がある状態です。その時点では

疾患として診断できなくても、心理的要因を含む何 らかの生活習慣がやせの

原因や経過 に影響を与えている可能性があり、少なくとも経過観察が必要

です。神経性やせ症の予備軍やスポーツによるやせ (ア スリート)な ども合ま

れます。

`不 健康やせ'か ら子どもたちを守るには、特にプライマリケアに携わる学校

関係者および医療関係者の力が必須です。学校現場や一般小児科などの

医療現場において、速やかに`不 健康やせ'の 早期発見あるいは予防のための

介入ができれば、子 どもたちの心身の健やかな成長を守ることができます。

一緒に`不 健康やせ'か ら子どもを守りませんか ?
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